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■
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

　

わ
が
国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し

く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
か
ら
の
輸
入

に
頼
っ
て
お
り
、
特
に
石
油
に
大
き
く
依

存
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
二
度

に
わ
た
る
石
油
危

機
を
き
っ
か
け

に
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
石
油
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
石
油
価

格
の
低
下
と
快
適
さ
、
利
便
さ
を
求
め
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
広
が
り
を
背
景
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
に
は
現
在
、
採
掘
可
能
な
石
炭

は
約
１
３
０
年
分
あ
り
ま
す
が
、
石
油
は

約　

年
、
天
然
ガ
ス
は
約　

年
で
枯
渇
す

40

60

る
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
新
た
な
油
田
発

見
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
限
り
あ
る
資
源
で
す
。

　

石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
は
、
今

か
ら
数
千
万
年
以
上
前
の
古
代
地
質
時
代

の
、
植
物
の
死
骸
が
化
石
化
し
長
い
年
月

を
経
て
で
き
た
も
の
で
、
簡
単
に
再
生
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
地
球
温
暖
化
問
題

　

世
界
的
に
深
刻
な
環
境
問
題
の
一
つ
に

地
球
温
暖
化
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
は
、
太
陽
か
ら
受
け
取

っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
球
か
ら
逃
げ
に
く

く
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
二
酸
化
炭

素
な
ど
が
全
く
無
く
な
る
と
地
球
は
と
て

も
寒
く
な
り
、
反
対
に
増
え
す
ぎ
る
と
地

球
が
暑
く
な
り
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

地
球
の
平
均
気
温
は　

℃
前
後
と
、
生

15

物
が
生
き
る
の
に
適
し
た
環
境
に
保
た
れ

て
き
ま
し
た
が
、
産
業
革
命
以
降
、
化
石

燃
料
を
大
量
に
燃
焼
さ
せ
る
な
ど
、
人
の

活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

や
メ
タ
ン
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
量
が

急
速
に
増
え
た
た
め
、
近
年
は
大
気
中
の

Ｃ
Ｏ
２

濃
度
が
上
昇
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

化
石
燃
料
資
源
の
消
費
量
を
減
ら
し
つ

つ
、
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使
う
取
り

組
み
と
、
化
石
燃
料
由
来
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
減
ら
す
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

 

　町では本年度「和寒町地域新エネルギ
ービジョン」を策定し、本町における新
エネルギーの賦存量や利用可能量などの
調査の他、新エネルギー導入に向けた重
点プロジェクトの設定や、町民・事業者
・行政が協働して進める新エネルギー施
策についてとりまとめました。
　調査にあたっては、６回の策定検討委
員会を開催したほか、策定検討委員会に
よる先進地調査（太陽光発電、ヒートポ
ンプ設備、バイオディーゼル燃料、木質
ペレット等を視察）や、アンケート調査
（町民・学生・事業所など無作為抽出
300人、回答率55.7％）を実施していま
す。
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　などのご意見が多く寄せられ、新エネ
ルギーに対する関心の高さが明らかにな
りました。
　今月号では、新エネルギーにはどのよ
うなものがあるかについてご紹介してい
きます。
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■
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
？

　

自
然
の
力
を
利
用
し
た
り
、
今
ま
で
使

わ
れ
ず
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
再
生
可
能
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
使
う
な
ど
、
地
球

に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

太
陽
の
光
に
よ
る
発
電
や
、
太
陽
の
熱

で
温
水
を
つ
く
る
な
ど
の
利
用
方
法
が
あ

り
ま
す
。

　

本
町
で
も
一
般
住
宅
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
を
設
置
す
る
方
が
増
え
て
き
て
い
ま
す

し
、
交
流
施
設
「
ひ

だ
ま
り
」
に
も
設
置

す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

雪
や
氷
な
ど
の
冷
た
さ
を
利
用
し
て
施

設
の
冷
房
や
農
作
物
の
冷
蔵
や
貯
蔵
な
ど

の
利
用
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
「
越
冬
キ
ャ
ベ
ツ
」
は
、
雪
氷

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
利
用
し
た
先
進
事
例

と
い
え
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

風
の
力
で
風
車
の
羽

根
を
回
し
て
発
電
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

本
町
の
よ
う
に
内
陸
部

で
強
い
風
の
吹
か
な
い
地
域
で
は
、
風
車

に
よ
る
発
電
は
見
込
め
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、
生
物
資
源
（
バ
イ

オ
）
の
量
（
マ
ス
）
を
合
わ
せ
た
言
葉
で

動
植
物
な
ど
の
生
物
起
源
の
物
質
か
ら
な

る
資
源
で
、
木
屑
や
間
伐
材
な
ど
の
森
林

系
バ
イ
オ
マ
ス
や
稲
わ
ら
や
籾
殻
な
ど
の

農
業
系
バ
イ
オ
マ
ス
、
家
畜
ふ
ん
尿
な
ど

の
畜
産
系
バ
イ
オ
マ
ス
、
一
般
家
庭
か
ら

出
る
生
ゴ
ミ
や
廃
食
用
油
な
ど
生
活
系
バ

イ
オ
マ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
固
形
燃
料
化
し
燃
料
と
し
て

利
用
す
る
他
、
メ
タ
ン
発
酵
に
よ
る
発
電

や
エ
タ
ノ
ー
ル
の
製
造
、
廃
食
用
油
か
ら

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
製
造
す
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
を
燃
や
し
て
排
出
さ
れ
る

Ｃ
Ｏ
２

は
、
も
と
も
と
大
気
中
に
あ
っ
た

も
の
で
、
植
物
の
光
合
成
に
よ
っ
て
再
び

植
物
の
体
内
に
固
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
と
植
物
の
育
成

バ
ラ
ン
ス
を
保
て
ば
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

濃

度
が
上
昇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
考
え
方
を
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」
と
い
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

海
や
川
の
水
温
は
、
夏
も
冬
も
あ
ま
り

変
化
が
な
く
、
外
気
と
の
温
度
差
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
「
温
度
差
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
い
い
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
や
熱
交
換
器
を

使
っ
て
冷
暖
房
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
と
は
、
水
の

ポ
ン
プ
が
水
を
低
い
と
こ
ろ
か
ら
高
い
と

こ
ろ
へ
移
動
さ
せ
る
役
割
を
果
た
す
の
と

同
じ
よ
う
に
、
温
度
の
低
い
も
の
か
ら
温

度
の
高
い
も
の
へ
熱
を
移
動
す
る
役
割
を

果
た
す
仕
組
み
を
い
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

地
熱
は
地
下
に
存

在
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
全
般
を
意
味
し
、

火
山
の
多
い
日
本
に

は
豊
富
に
存
在
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
が

本
町
で
は
温
泉
資
源

は
現
在
の
と
こ
ろ
見

込
め
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

　

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
な
ど
の
替
わ
り
に
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
利
用
し
た
り
、

ガ
ソ
リ
ン
の
消
費
量
を
削
減
す
る
こ
と
に

よ
り
排
気
ガ
ス
を
全
く
出
さ
な
い
、
ま
た

は
排
出
量
が
少
な
い
車
で
、
電
気
自
動

車
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
自
動
車
、
天
然
ガ
ス

自
動
車
、
メ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車
、
燃
料
電

池
自
動
車
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
町
の
公
用

自
動
車
で
も
、
低
燃
費
基
準
に
該
当
す
る

車
へ
の
入
れ
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　

本
町
で
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
策
と
し
て
、
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

次
号
４
月
号
で
は
、
本
町
で
進
め
る
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
ほ
か
、
ビ
ジ
ョ
ン
の

概
要
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

ペレット・ブリケットストーブ
展示会

概要版は４月号にて配布いたします。
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■
深
夜
か
ら
の
生
放
送
に
大
声
援

　

２
月　

日
（
月
）
、　

日
（
水
）
、　

15

24

26

日
（
金
）
に
、
公
民
館
恵
み
野
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
加
藤
大
平
選
手
後
援
会
及
び
教

育
委
員
会
の
共
催
に
よ
る
応
援
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

応
援
会
は
午
前
３
時
頃
か
ら
前
半
の
ジ

ャ
ン
プ
競
技
、
午
前
６
時
か
ら
後
半
の
距

離
競
技
が
行
わ
れ
、
深
夜
か
ら
西
和
福
原

地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
後
援
会
、
町

内
関
係
者
の
皆
さ
ん
な
ど
加
藤
大
平
選
手

を
応
援
し
よ
う
と
約
１
５
０
名
と
多
く
の

皆
さ
ん
が
、
深
夜
か
ら
集
ま
り
大
声
援
を

送
り
ま
し
た
。

　

加
藤
選
手
の
父
で
あ
る
西
和
の
加
藤
邦

雄
さ
ん
は
「
こ
ん
な
に
多
く
の
皆
さ
ん
に

応
援
し
て
い
た
だ
き
う
れ
し
い
限
り
。
本

人
は
も
ち
ろ
ん
、
両
親
と
し
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
結
果
が
ど
う
で
あ
れ
、
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
会
場
に
集
ま

っ
た
多
く
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
導
者
で
あ
る
栗
山
本
幸
さ
ん

は
「
い
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ
る
。
本
人
の

頑
張
り
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
支
え
て
く
れ

た
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

あ
る
。
今
後
の
結
果
に
期
待
し
た
い
」
と

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

応
援
に
は
後
援
会
が
用
意
し
た
は
ち
ま

き
や
バ
ル
ー
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
ほ
か
、
個

人
で
用
意
し
た
大
平
と
書
か
れ
た
大
型
パ

ネ
ル
を
用
意
し
て
く
る
な
ど
、
町
内
は
応

援
ム
ー
ド
一
色
と
な
り
ま
し
た
。

■
加
藤
大
平
選
手
の
結
果

�
�
�
�
�
�
�
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�



　

前
半
の
ジ
ャ
ン
プ
で
９
６
・
５
ｍ
の　
28

位
。
後
半
の
距
離
競
技
で
快
走
を
見
せ
順

位
を
上
げ
て　

位
と
な
り
ま
し
た
。

24

�
�
�
�
�

　

前
半
ジ
ャ
ン
プ
で
４
番
手
に
飛
び
１
３

２
・
５
ｍ
と
飛
距
離
を
延
ば
し
４
位
に
。

後
半
距
離
第
１
走
で
出
場
し
、
７
位
で
２

走
へ
。
日
本
チ
ー
ム
の
活
躍
に
よ
り
６
位

入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

前
半
の
ジ
ャ
ン
プ
で
１
１
２
・
５
ｍ
の

　

位
。
後
半
の
距
離
競
技
で
一
つ
順
位
を

31上
げ
て　

位
と
な
り
ま
し
た
。

30

加藤さんのご家族と指導者の栗山さん

町民から寄せられた多くの寄せ書き
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こ
れ
ま
で
町
政
発
展
の
た
め
に
尽
力
い
た

だ
い
て
き
ま
し
た
川
口
副
町
長
、
田
代
教
育

長
が
１
月　

日
付
け
を
も
っ
て
勇
退
さ
れ
ま

31

し
た
。

　

後
任
と
し
て
、
１
月　

日
に
開
か
れ
た
第

26

１
回
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
副
町
長
・
教

育
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
、
２
月

１
日
付
け
で
安
孫
子
副
町
長
、
星
教
育
委
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
長
に
つ
い
て
は
、
２
月
１
日
の
教
育

委
員
会
の
会
議
に
お
い
て
、
教
育
長
と
し
て

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
長
は
前
田
代
教
育
長
の
残
任

期
間
で
あ
る
９
月　

日
ま
で
の
就
任
と
な
り

30

ま
す
。

　

な
お
、
３
月　

日
ま
で
総
務
課
長
は
安
孫

31

子
副
町
長
が
兼
任
し
ま
す
。
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星
教
育
長
は
本
町
出
身
で
昭
和　

年
生
れ

26

の　

歳
。

58

　

農
林
課
、
総
務
課
、
町
立
病
院
な
ど
を
経

て
、
平
成　

年
か
ら
教
育
委
員
会
次
長
と
し

19

て
勤
務
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
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安
孫
子
副
町
長
は
本
町
出
身
で
昭
和　

年
28

生
れ
の　

歳
。

56

　

企
画
商
工
課
や
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
な
ど

を
経
て
、
平
成　

年
か
ら
総
務
課
長
と
し
て

18

勤
務
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

安孫子敏己　副町長

星　　　護　教育長
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昭
和　

年
に
本
町
に
奉
職
さ
れ
、
企
画

48

室
、
建
設
課
、
議
会
事
務
局
、
総
務
課
を

歴
任
し
、
平
成　

年
２
月
に
教
育
長
に
就

18

任
さ
れ
、
町
発
展
の
た
め　

年
間
に
わ
た

36

り
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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昭
和　

年
に
本
町
に
奉
職
さ
れ
、
商
工

40

観
光
課
長
、
総
務
課
長
、
産
業
振
興
課
長

を
歴
任
し
、
平
成　

年
２
月
に
副
町
長
に

18

就
任
さ
れ
、
町
発
展
の
た
め　

年
間
に
わ

44

た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川口二郎　前副町長

田代里志　前教育長

職員に見送られ役場を後にする
川口前副町長と田代前教育長
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　２月４日（木）、役場において、士別警察署から士別警察
署管内での交通死亡事故の発生が昭和29年に統計が始まっ
て以来初の「ゼロ」を達成したことから、町内関係団体に感
謝状が贈呈されました。
　士別警察署の黒澤署長は「関係機関のご協力により達成す
ることができた。２年連続ゼロを目指して今後も頑張ってい
きたい」と述べ、署長から直接感謝状が手渡されました。
　受賞された団体は次のとおりです。

������������	
��
����������

　２月３日（水）から６日（土）に岩手県八幡平市田山クロスカントリーコースで行われた全国中学校スキ
ー大会に、和寒町から袰田晃司くん（２年）、村岡快斗くん（２年）、松村真由さん（２年）の３名が参加
しました。
　結果は次のとおりです。

（敬称略）
和寒町生活安全推進会議　　　　　　　会長　伊　藤　昭　宣
和寒町交通安全協会　　　　　　　　　会長　真　鍋　紘　一
和寒町交通安全指導員会　　　　　　　会長　須　貝　博　夫
和寒ライオンズクラブ　　　　　　　　会長　乾　　　和　明
和寒町高齢者交通安全クラブ　　　　　会長　堂　前　信　一
和寒町レディースドライバーズクラブ　会長　丹　野　千鶴子
和寒町交通安全少年隊　　　　　　　　隊長　吉　田　優　太

袰田　晃司くん 村岡　快斗くん 松村　真由さん

�������	
��
���������������
　１月24日（日）、和寒東山スキー場において、2010
北海道ジュニアスキー技術選手権道北ブロック大会が開
催されました。
　道内各地より、小学３年生から高校生までの男女48
名の選手が参加し、大回り、小回り、制限滑降（ポー
ル）の３種目で総合的なスキー技術を競い合いました。
　本町からも、佐々木彰斗くん（中２）が出場し、中学
男子の部で見事総合１位に輝きました。

●中学男子の部
　　総合１位　佐々木　彰　斗くん

●男子５�クラシカル
　45位　袰田晃司くん
　89位　村岡快斗くん
●男子５�フリー
　57位　袰田晃司くん
　64位　村岡快斗くん
●女子３�クラシカル
　62位　松村真由さん
●女子３�フリー
　61位　松村真由さん
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　２月６日（土）、大地の広場（カントリーエレベーター横）において、第21回わっさむ極寒フェスティバ
ルが開催されました。
　アウトコーリング、ニアピンコンテスト、スノーモービ
ル体験試乗などのアトラクションのほか、例年大好評の食
べものコーナー、大ビンゴ大会、雪中餅まち大会と、昨年
に引き続きビン玉世界選手権も行われ、町内外から訪れた
多くの皆さんが冬の１日を楽しみました。
　また、最優秀賞の５万円を目指した雪像コンテストでの
入賞結果は次のとおりです。

代表者（敬称略）チーム名順位

赤　石　義　美赤石ファミリー最優秀賞

西　本　真奈美ななまま優 秀 賞

馬　場　幸　子なかよしチームＡ３　　位

酒　井　　　健雪だるま作り隊４　　位

山　中　邦　夫山中キンニ君５　　位

山　元　　　淳芳生苑６　　位

合　田　菊　夫機関車ヘンリーとおっさん達７　　位

吉　田　富士子三笠山大学専攻科Ｃ８　　位

丹　羽　千恵子なかよしチームＢ９　　位

上　村　光　義かみちゃん10　　位

札幌自由が丘学園トリオ11　　位

村　上　　　久むらかみファミリー12　　位

小　神　則　子仲良し３友人13　　位

西　村　雄　一三笠山大学大学院１年Ｂ14　　位

木　村　有　志健楽苑15　　位

���������	
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　２月21日（日）、東山スキー場において、和寒町スキ
ー協会が主催する、第11回和寒東山ジャイアントスラ
ローム大会が開催されました。
　この大会は、道北を中心に幼児から一般までのスキー
ヤーが大回転競技でタイムを競い合い、優勝者にはジン
ギスカンが贈呈されました。
　結果は次のとおりです。

幼児女子組　４位　朝　日　美依奈ちゃん
中学男子組　２位　佐々木　彰　斗くん

４位に入賞した朝日美依奈ちゃん
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　２月７日（日）、総合体育館において、第９回全町レ
ディースミニバレー大会が開催されました。
　ジュニアの部、ミドルの部、シニアの部の３部門に分
かれ、合計17チームが参加し、白熱したプレイが展開さ
れました。
　成績は次のとおりです。
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（敬称略）
シニアの部ミドルの部ジュニアの部

マサチャンズ
塚崎マサ子　高橋　文子　朝日久美子

斉藤　満子　十川富久美

白ゆりチーム
本舘美智子　澤井　広子
稲安　　恵　大野由美子

チームＭ
田中美津子　村中　早苗
金田　奈美　吉原　美香

優　勝

フレンズ
竹本　良子　小松　和子　渡辺多加子

栗山　文子　三浦　光枝

でこぼこＥ
大場　栄子　加藤　尚子
平田　君代　中村　美希

エルメス
垂又　寮子　池澤　浩子
斉藤　エリ　田住　美樹

準優勝

チイチャンズ
佐々木慶子　東　ヒロ子　渡部　久子
丹　　弘子　谷口　真純　吉原　笑子

まじょ～ず
南雲　純子　中原まり子
伊藤裕美子　三好　敦子

チームながた
長田小百合　遠藤由美子
井上　雅子　牧　久美子

３　位
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誰
で
も
住
み
慣
れ
た
土
地
・
自

宅
で
い
つ
ま
で
も
元
気
に
気
ま
ま

に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
思
い
は
同

じ
で
す
。

　

歳
を
と
っ
て
も
元
気
に
暮
ら
し

て
い
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ

と
し
て
『
お
口
の
健
康
』
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

〈
お
口
の
大
切
な
４
つ
の
役
割
〉

　

口
に
は
大
き
く
分
け
て
４
つ
の

役
割
が
あ
り
ま
す
。

①
食
べ
る

②
話
を
す
る

③
感
覚（
味
覚
・
触
覚
・
温
度
覚
）

④
呼
吸

　

こ
れ
ら
の
機
能
が
衰
え
て
い
く

と
「
食
欲
が
な
く
な
る
」
「
の
み

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

こ
み
に
く
い
」
「
人
と
会
う
の
が

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

億
劫
」
と
い
う
こ
と
を
キ
ッ
カ
ケ

�
�

�
�
�

に
栄
養
状
態
の
低
下
、
食
べ
物
や

唾
液
が
誤
っ
て
気
管
に
入
る
、
自

宅
や
部
屋
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に

な
る
と
い
っ
た
状
態
が
引
き
起
こ

さ
れ
ま
す
。
こ
う
な
る
と
お
口
の

機
能
低
下
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

脳
や
体
全
体
が
衰
弱
し
、
こ
れ
ま

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

で
の
元
気
を
失
う
と
と
も
に
生
活

に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。
時
に
は

�
�

�
�
�
�

肺
炎
等
の
病
気
に
か
か
り
、
重
症

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

化
す
る
と
亡
く
な
る
場
合
も
あ
り

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ま
す
。

�
�

�
�
�

〈
自
分
の
お
口
を
見
て
み
よ
う
〉

　

た
と
え
か
ら
だ
は
動
い
て
も
お

口
の
機
能
が
衰
え
て
い
く
と
今
の

生
活
を
送
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
ご
自
分
の
口
の

健
康
状
態
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
歯
の
間
や
舌
が
汚
れ
て
い
る

・
か
た
い
も
の
を
食
べ
な
い

・
人
と
話
す
機
会
が
な
い

・
よ
く
む
せ
る

・
口
の
渇
き
が
気
に
な
る

　

当
て
は
ま
る
項
目
が
あ
る
な
し

に
関
わ
ら
ず
、
ま
た
「
た
か
が
口

の
こ
と
…
」
と
軽
く
考
え
る
の
で

は
な
く
、
積
極
的
に
お
口
の
ケ
ア

に
取
り
組
む
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

〈
お
口
の
元
気
を
保
つ
３
つ
の
取

り
組
み
！
〉

★
口
腔
体
操
〜

　

口
を
閉
じ
た
ま
ま

頬
を
膨
ら
ま
せ
た
り

す
ぼ
め
る
。
口
を
大

き
く
開
け
て
舌
を
前

後
左
右
に
動
か
す

　

噛
み
砕
い
た
り
飲
み
込
む
力
を

つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
脳
へ
の
刺

激
に
も
な
り
ま
す
。

★
お
口
の
お
手
入
れ
〜
毎
食
後
の

歯
磨
き
、
入
れ
歯
や
舌
の
お
手

入
れ
、
定
期
的
な
検
診
。

　

口
臭
・
虫
歯
・

歯
周
病
・
肺
炎
予

防
の
ほ
か
、
爽
快

感
を
得
た
り
、
食

欲
の
維
持
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

★
元
気
な
生
活
ス
タ
イ
ル
〜
よ
く

か
ん
で
食
べ
る
、
た
く
さ
ん
話

す
、
歌
や
早
口
言
葉
も
有
効
。

　

お
口
は
た
く
さ
ん
の
神
経
や
筋

肉
を
使
っ
て
働
い
て
い
ま
す
。
様

々
な
形
で
刺
激
を
与
え
ま
し
ょ

う
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

皆
さ
ん
が
今
持
っ
て
い
る
元
気
を

保
ち
、
ご
本
人
ら
し
い
生
活
を
送

っ
て
い
く
た
め
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。保

健
師　
　

塚
崎　

優
希
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▼
ラ
イ
オ
ン
と
で
あ
っ
た
少
女

（
バ
ー
リ
ー
・
ド
ハ
ー
テ
ィ
）▼

学
校
の
オ
バ
ケ
た
い
じ
大
作
戦

（
富
安
陽
子
）▼
ゆ
う
れ
い
パ
テ

ィ
シ
エ
事
件（
斉
藤
洋
）▼
デ
ビ

ル
ズ
・
キ
ス　

テ
ン
プ
ル
騎
士

団
の
少
女（
サ
ル
ワ
ッ
ト
・
チ
ャ

ダ
）▼
ジ
ャ
ン
グ
ル
め
が
ね（
筒

井
康
隆
）▼
三
日
月
の
魔
法
を

あ
な
た
に（
村
山
早
紀
）▼
チ
リ

と
チ
リ
リ
ゆ
き
の
ひ
の
お
は
な

し（
ど
い
か
や
）

�
��
�
���
�
�

▼
北
帰
行（
佐
々
木
譲
）▼
虚
ろ

舟　

泣
き
の
銀
次
３
之
章（
宇

江
佐
真
理
）▼
太
陽
の
村（
朱
川

湊
人
）▼
故
郷
の
わ
が
家（
村
田

喜
代
子
）▼
数
え
ず
の
井
戸（
京

極
夏
彦
）▼
東
京
ア
ク
ア
リ
ウ

ム（
小
池
真
理
子
）▼
陰
陽
師　

天
鼓
ノ
巻（
夢
枕
獏
）▼
虚
報

（
堂
場
瞬
一
）▼
橋（
橋
本
治
）▼

Ｎ
の
た
め
に（
湊
か
な
え
）▼
ボ

ー
ト（
ナ
ム
・
リ
ー
）▼
マ
タ
タ

ビ
潔
子
の
猫
魂（
朱
野
帰
子
）▼

カ
ル
テ
ッ
ト
！（
鬼
塚
忠
）▼
マ

ン
ボ
ウ
家
の
思
い
出
旅
行（
北

杜
夫
）▼
占
領
都
市
ベ
ル
リ
ン
、

生
贄
た
ち
も
夢
を
見
る（
ピ
エ

ー
ル
・
フ
ラ
イ
）▼
夢
で
あ
い
ま

し
ょ
う（
赤
川
次
郎
）▼
山
岳
鉄

道
殺
人
連
鎖（
梓
林
太
郎
）▼
凍

裂（
喜
多
由
布
子
）▼
Ｆ
の
悲
劇

（
岸
田
る
り
子
）▼
富
士
急
行
の

女
性
客（
西
村
京
太
郎
）▼
十
津

川
警
部
あ
の
日
、東
海
道
で（
西

村
京
太
郎
）▼
月
光
浴（
旭
爪
あ

か
ね
）▼
片
翼
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

（
平
山
譲
）▼
キ
ケ
ン（
有
川
浩
）

▼
も
い
ち
ど
あ
な
た
に
あ
い
た

い
な（
新
井
素
子
）▼
カ
ッ
コ
ウ

の
卵
は
誰
の
も
の（
東
野
圭
吾
）
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（浅田次郎/著）
　突如再就職先として斡旋された
天下り組織の体質に今イチ馴染め
ない樋口と大友は、教育係となった
秘書兼庶務係の立花葵から、ある日
秘密のミッションを言い渡される・
・・。

☆毎週土曜日
　14時00分～
おはなしかい開催
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　60歳未満で会社等を退職される（厚生年金等をやめられる）かたは、２週間以内に戸籍年金係で、加
入の手続きをして、保険料を納めていただくことになります。

※反対に会社等にお勤めになった時は、同様な手続きが必要になります。
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　～朝いちばん！目覚めをすっきりさせる運動～
　１日のはじまり。もう少し布団の中で寝ていたいと思いがちですが、そこが気合いの入れどころ。
　寝起きの体に「活」を入れて、すっきりと目覚めましょう。バランスをとる運動で脳を覚醒させます。
利き手とは反対の腕や関節に刺激を与え、手先の器用さもアップ。

�������
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・右手で左の奥歯を磨く。反対に、左手で右の奥歯を磨く、
・左右・両方の手で「自由に使いこなせるように、交互にやってみよう。
��������

・鏡を見ながら、どのように磨けているかチェックしよう。
・右手と左手では、力の入れ方や、角度の変え方など、同じようにできるかな。
・歯磨き以外にも普段利き手で使っているものを逆手でチャレンジしてみよう。

（もっともっと運動能力がつく魔法の方法〈主婦と生活社〉抜粋）　－和寒町青少年育成町民会議－
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あなたは・・厚生年金保険料等として給
料から天引きされていました
ので、国民年金保険料は個別
に納めていませんでした。

配偶者は・・第３号被保険者の認定を受
けている期間は、配偶者の加
入する年金制度全体で負担し
ていましたので、国民年金保
険料の納付は不要でした。

�������	
��

あなたは・・国民年金の第１号被保険者
となります。

配偶者は・・国民年金の第１号被保険者
となります。

◎保険料は、日本年金機構から送付され
る納付書で納めます。

◎保険料の納付が困難な時は、免除申請
ができます。

�������	
�

・会社（事業所）で発行の資格取得証明書
・年金手帳
・印鑑
※国保に加入されていた方は、保険証を返
却していただきます

�������	
�
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・会社（事業所）で発行の資格喪失証明書
・年金手帳
・印鑑
※健康保険任意継続者以外の方は、国保加
入の手続きも行います
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１
月　

日（
水
）、新
し
く
生
ま
れ

20

変
わ
っ
た
和
寒
駐
在
所
に
お
い
て
、

町
内
警
察
友
の
会
や
防
犯
協
会
、交

通
安
全
協
会
の
関
係
者
が
出
席
の
も

と
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。士
別

警
察
署
の
黒
沢
署
長
は「
昭
和　

年
57

の
改
築
以
来
で
あ
り
、新
し
く
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
が
設
置
さ
れ
た
」

と
施
設
概
要
の
説
明
が
あ
り
、和
寒

駐
在
所
の
大
久
所
長
の
決
意
表
明
で

は「
ま
ち
の
安
全
と
治
安
を
守
る
た

め
、地
域
の
安
全
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」と

決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
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２
月
２
日
（
火
）�
９
日
（
火
）

�
２
日
間�
�
�
�
保
健
福
祉��

�
�
�
保
健
推
進
員
冬�
栄
養
教
室

�
行�
�
�
�
�
��
	
教
室�
保

健
推
進
員�
資
質�
向
上�
健
康
教

育�
普
及�
�
�
�
行�
�
�
�
�

�
�
今
回�
『
慢
性
腎
臓
病�
予
防
』

��
�
�
�
腎
臓�
学
習�
�
�
減

塩�
意
識�
�
調
理
実
習�
行�
�

�
�
�
参
加�
�
推
進
員�
�
�

「
腎
臓
病�
食
事�
予
防�
���
�

�
�
��
�
」�
�
声�
�
�
�
充

実�
�
栄
養
教
室�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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２
月
４
日
（
木
）
、
東
山
ス
キ
ー

場
に
お
い
て
国
際
交
流
で
訪
れ
た
留

学
生
の
ス
キ
ー
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
訪
れ
た
の
は
、
中
国
・
台

湾
か
ら
の
留
学
生
４
名
で
、
３
日
か

ら
８
日
ま
で
の
５
泊
６
日
を
町
内
国

ー
に
夢
を
の
せ
て
」を
テ
ー
マ
に
字

西
和 
小
田
島
尚
人
氏
か
ら
道
産
材

ギ
タ
ー
へ
の
思
い
や
、ギ
タ
ー
に
対

す
る
情
熱
、ま
た
仕
上
が
っ
た
ば
か

り
の
ギ
タ
ー
演
奏
に
よ
る
音
色
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、参
加
者
は
普
段
接

す
る
こ
と
の
少
な
い
ギ
タ
ー
づ
く
り

の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

２
月
９
日
（
火
）
、
役
場
に
お
い

て
１
月　

日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た

24

商
工
会
青
年
部
主
催
に
よ
る
町
民
大

新
年
会
の
益
金
を
子
育
て
支
援
セ
ン

際
交
流
の
会
の
受
入
家
庭
で
過
ご
し

ま
し
た
。
期
間
中
、
ス
キ
ー
教
室
を

は
じ
め
、
越
冬
キ
ャ
ベ
ツ
掘
り
体

験
、
極
寒
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
に

参
加
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

２
月
４
日（
木
）、大
地
の
広
場
に

お
い
て
札
幌
自
由
が
丘
学
園
三
和
高

校
の
冬
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
と
し
て
、

極
寒
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
向
け
た
雪

像
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
ス

ク
ー
リ
ン
グ
は
夏
季
に
続
き
２
回
目

と
な
り
、１
年
生　

名
と
２
年
生　

26

11

名
の
計　

名
が
訪
れ
ま
し
た
。町
内

37

の
講
師
に
よ
る
雪
像
作
り
や
華
道
教

室
の
ほ
か
、日
舞
教
室
、介
護
体
験
、

保
育
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
充
実
し
た

授
業
と
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
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２
月
５
日（
金
）か
ら
平
成　

年
度

21

の
女
性
大
学
セ
ミ
ナ
ー
が
開
講
し
ま

し
た
。第
１
回
目
は「
手
づ
く
り
ギ
タ

タ
ー
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
多
額

の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

大
新
年
会
は
商
工
会
青
年
部
創
立　
40

周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
、
も
ち
つ

き
や
バ
ン
ド
演
奏
、
抽
選
会
な
ど
約

２
０
０
名
が
新
年
を
祝
い
な
が
ら
楽

し
み
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
寄
附
金

は
今
後
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
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�
�
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�
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２
月　

日
（
日
）
、
わ
っ
さ
む
サ

14

ー
キ
ッ
ト
に
お
い
て
全
日
本
ス
ノ
ー

モ
ー
ビ
ル
選
手
権
第
３
戦
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
内
か
ら
も
７
名
の
選
手

が
出
場
し
、
白
熱
し
た
レ
ー
ス
展
開

を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
迫
力

あ
る
レ
ー
ス
を
見
よ
う
と
町
内
外
か

ら
多
く
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
、
選
手
た

ち
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

～地域の話題をお届けします～
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☆
和
寒
町
☆ 

＝　

寄　

附　

＝

▼
川
口
二
郎
さ
ん
（
西
町
）
か

ら
、
ふ
る
さ
と
和
寒
の
産
業
振
興

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、　

万
20

円
を

▼
田
代
里
志
さ
ん
（
三
笠
）
か

ら
、
ふ
る
さ
と
和
寒
の
教
育
・
少

子
化
対
策
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
、　

万
円
を

20

▼
和
寒
町
商
工
会
青
年
部
（
部
長

佐
藤
伸
二
さ
ん
）
か
ら
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
、　

万
円
を

10

☆
町
立
病
院
☆ 

＝　

寄　

附　

＝

▼
兼
丸
幸
二
さ
ん
（
東
丘
）
か
ら

病
院
運
営
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
、
５
万
円
を

☆
芳
生
苑
・
健
楽
苑
☆ 

＝　

寄　

贈　

＝

　

タ
オ
ル
他

▼
郷　
　

政
雄
さ
ん 
（
中　

和
）

▼
藤
井　

勇
二
さ
ん 
（
川　

西
）

▼
札
幌
自
由
が
丘
学
園 （
三　

和
）

＝　

慰　

問　

＝

▼
喫
茶
ル
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
草
花
の
会　
　

押
花
作
品
展
示

☆
社
会
福
祉
協
議
会
☆ 

＝　

寄　

附　

＝

▼
岩
崎　

茂
さ
ん
（
三
笠
）
か
ら

亡
母
の
葬
儀
に
際
し
、
３
万
円
を

▼
池
上
松
之
助
さ
ん
（
三
笠
）
か

ら
亡
妻
の
葬
儀
に
際
し
、
５
万
円

を
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　
　
　
　
　
　

お
父
さ
ん

赤
ち
ゃ
ん　
　
　
　
　
　

住　

所

　
　
　
　
　
　

お
母
さ
ん

　
　
　
　
　
　

雅　

樹
さ

ん

山
住　
　
 
菫 
ち
ゃ
ん　
　
　
　

三　

笠

す
み
れ

　
　
　
　
　
　

麻
里
奈
さ

ん

　
　
　
　
　
　

秀　

一
さ

ん

大
久　
 
月  
詩 
ち
ゃ
ん　
　
　
　

西　

町

つ
く 
し

　
　
　
　
　
　

邦　

江
さ

ん

　
　
　
　
　
　

健　

祐
さ

ん

沼
田　
 
結  
羽 
ち
ゃ
ん　
　
　
　

西　

町

ゆ 

う

　
　
　
　
　
　

恭　

子
さ

ん
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■人　口　３，９９２人（△２人）
　・男　　１，８６０人（△１人）
　・女　　２，１３２人（△１人）
■世帯数　１，７５８戸（　１戸）
　　　　　（　）内は前月対比
　　出生　１人　　死亡　２人
　　転入　８人　　転出　９人
　　　　　　　　　２月１日現在

�
�
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インターネットでも情報満載！
和寒町ホームページアドレス
http://www.town.wassamu.hokkaido.jp/
和寒町携帯電話サイト
http://www.town.wassamu.hokkaido.jp/08_mobile/mobile_top.h-
tm
E-MAIL info@town.wassamu.hokkaido.jp

※今月号のクローズアップ人はお休みです。
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中　和　遠藤正敏さ
ん・由美子さ

んの長男

　こんにちは、馴太です。いつも『まん
ま、まんま』っていって食べ物をパパとマ
マにおねだりしてます。ちょっと、そのせ
いで、おなかがぽっこりしてま～す！
　たまに、いたずらしてママに『めっ！』
って怒られるけど、全然めげないよ。夏に
なったら、みんなでキャンプに行くんだ。
みなさん仲良くしてね。
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三　笠　村岡哲也さ
ん・美穂さ

んの次男

　こんにちは！結也です。
　ボクは、お兄ちゃんとお姉ちゃんが大好
き。イタズラして、お父さんとお母さんに
怒られたら、いつも遊んでくれる。お兄ち
ゃんとお姉ちゃんの影に隠れて助けてもら
ってるんだよ！どこかで見かけたら声かけ
てね。みなさんよろしくお願いします。
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